	

	覚書
淡路広域消防事務組合(以下「甲」という。)及び　　　　　　　　　　　　　　　(以下「乙」という。乙から所有権又は管理権を引き継ぐ者を含む。)は、乙所有(管理)の　　　　　　　
市　　　　　　　　　　　番地における開発事業により設置した貯水施設の使用に関して、次のとおり覚書を締結する。
（使用権）
第１条　甲の消防上必要があるときは、乙は貯水施設について、いつでも使用できることを認める。
(維持管理)
第２条　貯水施設の維持管理に関しては、乙が一切の責任をもって管理するものとする。
（設置基準）
第3条　開発事業に伴う土地、建物が存在する以上は、乙は永久的に貯水施設を撤去しないものとする。ただし、乙が新たに消火栓又は貯水施設を開発区域内に設置した場合は、甲乙協議のうえ撤去することができる。
以上、本取決めを証するため本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ各1通を保有する。
　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　甲　　　洲本市塩屋一丁目2番32号
　　　　　　　　　　　　　淡路広域消防事務組合
　　　　　　　　　　　　　消防長　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　
乙　　　住　所　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　印


	

	


